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理由
ライブセルイメージングの系を立ち上げ、根毛細胞と非根毛細胞で具体的に細胞周期がどのように異なるのを明らかにすることができた。また、これらの差を生
み出すためにNC複合体がクロマチン構造や転写を制御することが重要であることを明らかにし、今後の研究に道筋をつけることができた。今後はNC複合体の下流
因子を単離することによって、NC複合体がどのようにクロマチン構造や細胞周期を制御するのかを明らかにしていく必要がある。また、根毛細胞と非根毛細胞を
比較して具体的にどのようなクロマチン構造の違いが細胞周期に影響を与えているのかも明らかにする必要がある。 

区分 （2）おおむね順調に進展している。
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シロイヌナズナの根の表皮は根毛細胞と非根毛細胞の2種類の細胞によって構成されており、両者の違いは根毛形成の有無のみならず、根毛細胞の方が非根毛細胞
よりも分裂活性が高いことを明らかにしている。今までの結果から、非根毛細胞特異的に働く転写因子複合体であるNC複合体がクロマチン構造や転写を制御する
ことによって非根毛細胞の細胞周期を抑制しているため根毛細胞と非根毛細胞の細胞周期活性に違いが生じていることが示唆されている。近年の報告から、5-
ethynyl-2 deoxyuridine (EdU)の取り込み実験やT-clone解析のような細胞周期の一周の長を比較する実験が確立されている (Hayashi et al., 2013, Berger et
al., 1998)。そこでこれらの実験を用いて根毛細胞と非根毛細胞の細胞周期一周の長さを比較した結果、根毛細胞の方が非根毛細胞よりも細胞周期の一周の長さ
が短いことが明らかとなった。また、細胞周期マーカーであるCytrapやPCNA-GFPを用いてライブセルイメージングを行い各細胞周期のフェーズの長さを定量した
結果、非根毛細胞と根毛細胞で細胞周期のフェーズの長さが異なるために、根毛細胞の方が細胞周期一周の長さが短いことが明らかとなった。また、NC複合体の
変異体を用いてEdUの取り込み実験やT-clone解析を行った結果、根毛細胞と非根毛細胞間で細胞周期の一周の長さに有意な差は見られなくなった。ゲノム上のク
ロマチンが緩んでいるfas2-4変異体でもNC複合体の変異体と同様な表現型が見られたことと併せて考えると、「NC複合体によってクロマチン構造や転写を制御す
ることによって、表皮の細胞種で異なる細胞分裂活性を生み出している」という我々の仮説が支持されたと考えている。
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９．今後の研究の推進方策
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Control of the cell cycle in two distinct cell files of the root epidermis

Functional analysis of CDK inhibitor in stem cell maintenance

Cell-type specific cell cycle regulation in the root epidermis
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Mechanisms in plant development（国際学会）
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根毛細胞と非根毛細胞の違いは、分化領域での根毛形成の有無のみだけでなく、メリステムでの分裂活性も異なる。NC複合体の変異体では、根毛細胞と非根毛細
胞の分裂活性における有意な差が見られなくなったことから、非根毛細胞特異的に働く転写因子複合体であるNC複合体が表皮の細胞種特異的に細胞分裂活性を制
御している鍵因子であると考えられた。今後はNC複合体の下流因子を単離するためにNC複合体の変異体や野生型植物を用いて、RNA-seqなどの網羅的な解析を行
う。その後網羅的な解析によって得られた候補因子の変異体を用いた表現型解析やレポーター遺伝子を利用した発現解析を行う。 
また、根毛細胞と非根毛細胞で細胞周期制御に必要なクロマチン構造制御を明らかにするために、FACS (fluorescence activated cell sorting)を用いて根毛細
胞と非根毛細胞をソーティングし、エピジェネティックな修飾状態を比較する。 
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１３．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況
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2018年度植物生理学会
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CDK阻害因子による幹細胞維持機構の解明
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